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本  日  の  卓   話 

 ９月１２日 （水） 
「新世代のための月間」 

     「欧米の大画商の話」 
      笠原隆之助会員 

 

例 会 記 録 
第２３４３回例会 ９月５日（水）晴 
●国歌「君が代」斉唱 
●ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱  
●ビジターご紹介 
 ヴィ ティ トゥ タオさん（クラブ奨学生） 
 
※９月会員誕生  日野岡、掛谷、朱、辰巳、樋口 
※９月配偶者誕生 高島邦子、橋本律子、久保秀子 

日野岡ひとみ、戸川聖子、土方淳子 
※９月入会記念  河原崎  
 

会 長 の 時 間      坂井正純会長 
 ９月第１週の例会です。今月はＲＩ理事会が指定の

「新世代のための月間」です。以前は「青少年活動月

間」といわれておりましたが、1996年より現在の名称
に変更されました。対象年齢は、０～３０歳までの若

い人達の多様なニーズを認識し、支援するプログラム

作りプロジェクトへの取組み。プログラムとしては、 
① インター・アクト・クラブ（奉仕と国際理解に 
貢献する 14～18才までの高校、青少年が対象） 
②ローター・アクト・クラブ（18～30才までの 
男女が個々の能力の開発や地域社会における物 

 

出 席 報 告 
第２３４３ 回例会 前々回 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

２７(３) 19  5 79.16 ％ 3  85.71 ％

 

 
        ９月誕生御祝い 

 
質的、社会的ニーズに取組み、親睦と奉仕活動

をする場の提供） 
③ロータリー指導者養成プログラム（RAYLA）
ロータリーが青少年に対し敬意と関心を具体

的に示し、青少年指導者及び指導者の素質をも

った者に訓練の経験を積ませ、その持っている

資質向上の手助け） 
④青少年交換(15～19 才までの青少年を外国に訪
問させ、留学する機会を１学年間提供) 
⑤新世代交換（青少年交換は 15～19 才が対象で
あり、又ＧＳＥは25～40才までが対象であり、
その中間の 19～25 才を対象とし、期間は、２
地区ガバナーが協議して、3～6週間の期間で行
われる） 
⑥ニコニコキャンプ（小学生を対象としたｷｬﾝﾌﾟ） 



⑦新世代のための会議（地域社会レベルでの新世 
代が地域の指導者と関心事を話し合い、希望、 
夢、抱負を表明し、自分と居住地域社会の問題

の解決策を探るための討論の場の提供） 
以上の新世代のためのプログラムと活動を支援 
していきます。 

 

幹 事 報 告        長澤利治幹事 
１、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) 
 １）茨木東ＲＣ：9／20（木）→ 於：サッポロ
ビール大阪工場 

２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
１）春のライラ報告書  ３部     
２）地区国際奉仕・ＷＣＳ委員会ﾆｭｰｽﾚﾀｰ第１号  
３）9月度大阪北ゾーン連絡協議会の案内  

9／28（金） 於：ガバナー事務所  
 ４）国際ロータリー広報補助金の案内  
 ５）07～０８年度卓話銀行の案内   
 ６）地区より会員数報告書記入について 
 ７）米山奨学委員会ｶｳﾝｾﾗｰ研修会の報告書      
 ８）社会奉仕委員会研修会の案内  

9／29（土）於：大阪赤十字血液ｾﾝﾀｰ７Ｆ  
 ９）ロータリーの友 英語版申込み通知   
３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
 １）市・ミネアポリス姉妹都市委員会の案内  

9／11（火）  於：オークシアター 
 ２）茨木市美術展表彰式の案内  

10／6（土） 於：オークシアター  
 ３）環境美化活動の参加依頼 9／27（木） 
於：ＪＲ茨木駅西口受付 要員２名  

４）吹田西ＲＣより会報 
４、 理事会 その他 
  本日小宴会場で理事会を開催します。 
  会員名簿と概況書を配布しました。 
概況書は 10／31のＧ補佐訪問には持参下さい。 
 
 第３回理事会報告（9月５日開催） 
１） １０月度プログラムの件 

   10／17 職業奉仕の卓話・地区に依頼 

２) 職業奉仕職場見学について（担当戸川） 承認 

    10／３（医）友絋会 彩都友絋会病院見学    

３）移動例会に伴い理事会を10／ 10に変更する件                            

承認 

４) 移動例会（家族花火例会及び結婚御祝会)会計

報告の件                           承認 

５）台北西北ＲＣ訪問の件（秋山担当） 

   11／22～24（木・金・土）で調整中 

６）指名委員会委員選出の件    会長・幹事に一任 

７）その他 

  ・茨木市美術展に伴う茨木ＲＣ賞 ４点  承認     

・茨木RAC３５周年を迎えるにあたって、周年 

事業については9／19（水）話し合いを持つ 

 

委 員 会 報 告 

５０周年準備委員会       長澤利治幹事 

 第３回委員会を8／29（水）例会後開催 

 ・本日の週報にも添付してありますように、 

  2009－2010茨木ＲＣ50周年についての記念事 

業については諒承、 

  以後､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱと森裕里、及び関係者諸団体につ 

いての交渉を進めていく。 

 ・バリ・デンバサールでの「モリユリ コンサー 

ト」の後式典を行う（2009年） 

・大森会員には、今までにない５０周年記念事業 

を茨木ＲＣが行うことに対してのＰＲをして 

いただく。 

 ・記念式典については、ホテル日航茨木大阪で行 

う（2010年） 

  具体的には、委員会に於いて決定していく。 

 

会員増強小委員会        野田征夫会員 

  担当は朱委員長ですが、最初関わったことから

経過を報告します。皆様のご協力を頂き、３２名

リストアップされています。今後はその方々に紹

介者からお声掛けをして頂き、入会の話、入会の

意思等進めて頂いてから、増強委員会から具体的

な説明にいきます。まだ、ご紹介の提出をされて

いない方が十数名おられますので、よろしくご協

力お願いします。 

 

職業奉仕小委員会        戸川通夫会員 

  8／25（土）地区の委員長会議に出席。 

 目標は出前授業の一層の推進と、各クラブで話さ

れた職業奉仕の話の冊子を作りたいということ

でした。ＮＨＫの課外授業という番組に出られた

方の講演がありました。今後この話を課外授業の

ヒントにしてほしいということで、我クラブでも

取り組んでいきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 

職業奉仕小委員会        朱 明義会員 

10／3（水）職業奉仕月間・職場見学を予定し

ている（医）友紘会 彩都友紘会病院（9月１日開

院）の概要説明（パンフレット参照） 



米山記念奨学会寄付報告 

 笠原会員、多田会員より寄付を頂きました 

        本日計    ２０，０００円 

        本日までの合計８０，０００円 

 

卓  話 

「ロータリー財団について」   簡 仁一会員 
１．始まり 

 １９１７年、アーチＣ．クランフにより「全世界

的な規模で慈善・教育・その他の社会奉仕の分野

でよりよきことをするための基金を作ろう」と提

案されたことに始まり、１９２８年の国際大会で

ロータリー財団と名付けられました。 

２．ロータリー財団のプログラム 

 人道的プログラム（４９％）、教育的プログラム 
（２４％）、ポリオ・プラス（２７％） 
３．寄付金の種類 

 恒久基金への寄付・年次寄付・使途指定寄付 

４．寄付金の配分（３年間運用された後） 

  国際財団活動資金（ＷＦ） 年次寄付の５０％と 
恒久基金の収益 

 ・マッチング・グラント財団負担金 

 ・３Ｈ補助金財団負担分（Health，Hunger ＆ 
Humanity） 
・ボランティア奉仕活動資金  
・研究グループ交換（ＧＳＥ）地区財団活動資金

（ＤＤＦ）年次寄付の５０％と恒久基金の利息 
・地区補助金 ・国際親善奨学金 ・３Ｈ補助金 

    
 
５．地区財団活動資金の配分 

  ・2007－08年度 ＵＳ＄413，208－ 
・2008－09年度 ＵＳ＄376，206－ 

  人道的分野  地区補助金        50，000 
           ＷＣＳ ＭＧ        65，000 
   教育的分野 国際親善奨学生 207，000 （9名） 
                 ＧＳＥプログラム強化          
   寄贈分野 Ｒセンター平和フェロー   25，000 

Ｒ平和及び紛争解決研究    5，000 
             ポリオ・プラス           10，000 

 配分総額 362，000 
 

 

ニ コ ニ コ 箱 

※配偶者誕生を記念     土方、久保、戸川 

※タオさんよくおいで下さいました    三好 

※会員増強の実践をしていこうと思います 

                    樋口 

※感謝!「今日も元気だ ビールがうまい」大森 

※朱会員お世話になりました。野田会員チケット 

ありがとうございます        辰巳 

※会員誕生、入会記念のニコニコ ￥270,000 

             （＠10,000×27名） 

 

本日計２９１，０００円 

     累 計６７４，９５０円 

 

次 回 卓 話 

「クラブ広報・クラブ管理」 

        倉内委員長・辰巳委員長 

 
 
 


